
第４回山口市中心市街地活性化協議会（要約） 

 

１．日 時  平成１８年１２月８日（金）１９：１５～２１：００ 

２．場 所  山口商工会議所 ５階コミュニティホール 

３．出席者  構成員１４名、オブザーバー３名、その他２名、事務局３名  以上２２名 

４．内 容 

本協議会が出席者１４名、委任状出席６名で定足数を充足していることの確認が行われた後、

規約第１１条第２項により、中野会長が議長となり議事に移った。 

【報告事項】 

（１）活性化本部との協議会の状況について 

山口市中心市街地活性化推進室より、２回目の活性化本部との協議内容について設明。本部で

の協議の中で、基本計画策定にあたっては、事業者、市民、関係者の意見を十分に聞く必要性こ

ついて指摘があった。今後は、基本計画の進行管理が重要であるので協議会が重要になる。本

部での協議内容の要点は、①行政機能が重要である。②基本計画を申請するにあたっては、都

市計画審議会にかけてから申請する必要がある。③ぱるるプラザの位置付けが重要であるので、

なんらかの連携ができないか等。 

（２）各事業計画について 

山口市中心市街地活性化推進室より事前に配布した資料に基づいて説明。前回の事業計画

（案）と異なっている部分は、これまでも取り組んできているソフト事業の記載を追加している。旧

山銀跡地については、現段階では、山口市で整備するということで市営住宅整備事業をあげてい

る。バリアフリー対応事業も市の事業である。記載箇所の変更で、各省庁との協議が進んでいな

い事業については支援がないその他の事業の欄に記載して将来的に事業が煮詰まった段階で、

変更申請する。どうもんビル再生事業と起業サポートセンター事業については、記載内容を若干

変更している。米屋町商店街北地区整備事業については、計画期間の５年間の内、後半での事

業化を目指しているので、平成２２年度の実現に向けてのプロセスを記述することになる。 

【協議事項】 

（１）山口市中心市街地活性化基本計画（案）に対する意見書（案）について 

  事務局より資料に基づき意見書（案）の作成経過について説明した後、意見書（案）の原

文を全文朗読して意見を求めた。以下意見書（案）に対する委員意見の要約である。 

①ソフト事業に関連して前回の協議会で委員から市民団体も協力して行いたいとの発言も

あったので、具体的な連携をしていきたい。 

②街なかを住みにくくしているのは空家である。住んでもらうための誘導策が必要。道路沿

いの空家の場合は良いが、入り口から入った場所の空家は道路が狭いので改築が困難にな

っている。 

③中心市街地のエリア外の整備も必要。隣接している地域にある町屋の整備も必要であ

る。県道２０４号線で分断された大内文化ゾーンと中心市街地とを融合させるためにはハード



事業が必要である。隣接した地域には、文化施設、行政機能もあるので意見書（案）に行政

機能を加えたらどうか。 

④ハード整備では、交差点の整備が２箇所必要である。市民会館前の交差点と早間田交

差点であるが、地下道を無くすることも入れる必要があるのではないか。山口駅前のぱるる

プラザの問題もあるが、山口駅と新山口駅間の山口線の利便性の増進をできるなら入れて

欲しい。 

⑤相良小路、天神小路等中心市街地内にも狭隘道路がある。これらの道路の拡幅が必要

である。 

⑥中心市街地の商業ゾーンと歴史ゾーンは目的が違う、商業ゾーンは商売であり、歴史ゾ

ーンは観光が目的である。目的が違うと足を向けることは難しい。大内文化との関連があれ

ばつなぐことができるのではないか。大内ゾーンと中心市街地がくっついていないような感じ

を抱いている。 

⑦意見書（案）の文中で、商店街が公共空間であることには賛成であるが、「レベルとペー

スが異なる」という表現は誤解を招くと思うので、「様々な人が」という風に表現を変えた方が

良い。 

⑧狭隘道路の件については、特区申請して現状の法律でも可能な状況にすることも考えら

れるのではないか。市の方で検討してもらいたい。 

 

（２）その他について 

①今後の山口市のスケジュールであるが、パブリックコメントにかけ、終了後に本部との協

議をし、協議が終わった段階で山口市中心市街地活性化基本計画（確定版）で２月中旬まで

には本協議会に提出したい。 

②ぱるるプラザの落札業者にも協議会に入ってもらうことはできないか。 

 


